
（5）コンピュータゲーム   

コンピュータゲームをする子は半数以上。   

テレビゲームや携帯型ゲームなどの「コンピュータゲームをする」子は50．6％で、第5回調査  

の「コンピュータゲームをする」子と比較すると、22．7ポイントの増加となっている（図11）。   

ふだんの日と日曜日を比較すると、日曜日に「する」子は48．0％とふだんの目より多く、男児  

の場合は53．3％と半数を超えている。コンピュータゲームをする時間は、ふだんの日、日曜日と  

もに「1時間未満」が多くなっている。（表8）   

また、ふだんの目と日曜日の組合せをみると、「ふだんの日」、「日曜日」ともにする子は37．0％、  

「日曜日」のみする子は10．8％、「ふだんの目」のみする子は2．0％となっている（表9）。   

ふだんの日にテレビを見る時間別にコンピュータゲームをする子の割合をみると、テレビを見  

る時間が長い子ほど、コンピュータゲームを「する」割合が高くなっている（図12）。  

図11コンピュータゲームをする子の変化  

コンピュータゲームをする  コンピュータゲームをしない  

第5回調査  721  

コンピュータゲ岬ム  

をしない  
コンピュータゲームをしない  

第6回調査  

＼、」 コンピュータゲームをする弧6  J  

100％  0％  20％  40％  60％  80％   

往二1）第5回調査と第6回調査の「コンピュータゲームをする時間」の回答を得た者（総数36，844）  

を集計。  
2）第5回調査は「ふだん1日にコンピュータゲームでどれくらい遊んでいますか」として調査した。  

第6回調査は「コンピュータゲームを1日にする時間」を「ふだんの目」と「日曜日」に分けて調査した。  
3）第6回調査の「コンピュータゲームをする」は、「ふだんの日」、「日曜日」のいずれか又は  
両方する着である。「コンピュータゲームをしない」は、「ふだんの日」、「日曜日」の両方しない者  

である。  

表8 ふだんの日日曜日、性別にみたコンピュータゲームをする時間  

（単位：％）  

コンピュータ  

総数  ゲームを  不詳  
しない   する   未満   未満   未満   以上   

ふだんの口 総数   100．0  60．0  39．2  29．3  8．4  1．1  0．3  0．8   

男児   100．0  54．3  44．9  30．6  12．1  1．8  0．5  0．8   

女児   100．0  66．2  33．0  28．0  4．5  0．5  0．1  0．8   

日曜日  総数   100．0  51．0  48．0  29．7  13．4  3．5  1．4  1．0   

男児   100．0  45．7  53．3  28．6  17．3  5．1  2．3  1．0   

女児   100．0  56．8  42．2  30．9  9．2  1．7  0．4  1．0   

注：第6回調査の回答を得た者（総数38，535（男児20，013、女児18，522））を集計。  
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表9 コンピュータゲームをする日の組合せ  

（単位：％）  

ふだんげ）日  

コンピュータ  
総数  不詳   

ゲームをしない   

100．0  60．0  二う9．2  0．8  

一夕ゲームをしない  51．0  ノ′19．0  2．0  0．0   

一夕ゲームをする   ′18．0  10．8  37．0  0．1  

LO  O．1  0．2  0．7   

注：第6回調査の回答を得た者（総数38，535）を集計。  

図12 ふだんの日にテレビを見る時間別にみたコンピュータゲームをする時間  
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（6）子どもの接し方  

約7割の子が「自分の気持ちを言葉で伝える」などを「よくする」。   

子どもが父母との接し方で「よくする」割合が高い接し方をみると、「自分の気持ちを言葉で  

伝える」（71．2％）、「一緒に遊びたがる」（69．9％）、「「なぜ」、「どうして」と疑問に思うことを質  

問する」（69．7％）、「親の体に触れたがる」（69．3％）、「その日の出来事などを親に話しをする」  

（67．3％）と約7割となっている。   

一方、「抱っこやおんぶをせがむ」は37．8％、「友だちやきょうだいが持っている物をねだる」  

は31．0％となっている。（表10）  

表10 子どもの父母との接し方  

（単位：％）  

総数   よくする  ときどきする  ほとんどしない  不詳   

その日の出来事などを親に話しをする   100．0  67．3  28．9  2．7  1．2   

「なぜ」、「どうして」と疑問に思うことを質問する   100．0  69．7  26．9  2．5  0．9   

一緒に遊びたがる   100．0  69．9  27．6  1．5  1．0   

友だちやきょうだいが持っている物をねだる   100．0  31．0  46．9  20．5  1．6   

自分の気持ちを言葉で伝える   100，0  71．2  25．9  1．9  1．0   

親の体に触れたがる   100．0  69．3  26．9  2．9  0．9   

抱っこやおんぶをせがむ   100．0  37．8  43．2  18．0  0．9   

注：第6回調査の回答を得た者（総数38，535）を集計。  

（7）子どもの行動  

子どもの行動で「できる」と回答のあった割合は女児の方が高い。   

子どもの行動で「できる」と回答のあった割合は、「集団で行動すること」が92．2％、「ひとつ  

のことに集中すること」が85．8％、「落ち着いて話しを聞くこと」が80．9％となっている。   

性別にみると、男児より女児の方が割合が高くなっている。（図13）  

図13 性別にみた子どもの行動で「できる」と回答のあった割合  
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注：第6回調査の回答を得た者（総数38，535（男児20，013、女児18，522））を集計。  
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（8）手伝い  

「食卓に食器を並べる、片づける」が最も多い。   

手伝いの状況（複数回答）をみると、「食卓に食器を並べる、片づける」が74．1％と最も多く  

なっている。   

性別にみると、男児は「食卓に食器を並べる、片づける」（69．2％）、「買い物の荷物を持っ」（47．1％）、  

「掃除」（35．7％）の割合が多く、女児は「食卓に食器を並べる、片づける」（79．4％）、「洗たく  

物をたたむ」（55．6％）、「眉い物の荷物を持つ」（47．5％）の割合が多い。   

また、弟妹がいる場合では「弟や妹の面倒をみる」が83．4％となっている。（図14）  

図14 手伝いの種類（複数回答）   
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（9）病気やけが   

この1年間に「う歯〔むし歯〕」で病院や診療所にかかった子は36．2％   

この1年間に病院や診療所にかかった主な病気やけが（複数回答）は「かぜ、咽頭炎、扁桃（腺）  

炎、気管支炎、肺炎」が79．2％と最も多く、次いで、「う歯〔むし歯〕」が36．2％、「胃腸炎など  

消化器系の病気、下痢、腹痛、便秘などの症状」が21．9％となっている。   

第2回調査からの推移をみると、第2回調査以降「かぜ、咽頭炎、扁桃（腺）炎、気管支炎、  

肺炎」が約8割と最も多くなっている。   

また、「う歯〔むし歯〕」は第3回調査の6．9％から、第6回調査の36．2％に大幅に上昇している。  

（図15）  

図15 病院や診療所にかかった主な病気やけが（複数回答）の推移   

0％  

第2回調査  第3同調査   第4回調査   第5回調査  第6回調査   

柱：1）第2回調査から第6回調査まで回答を得た者（総数35，783）を集計。  
2）「う歯〔むし歯〕」、「インフルエンザ」、「アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎」は、第2回調査では調査して  

いない。  
3）「かぜ、咽頭炎、扁桃（腺）炎、気管支炎、肺炎」は、第2同調査では「かぜ、気管支炎、肺炎」についてである。  
4）「胃腸炎など消化器系の病気、下痢、腹痛、便秘などの症状」は、第2回調査では「下痢、腹痛、便秘」である。  
5）第2回調査から第4回調査の「中耳炎」には、「外耳炎」を含む。  
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3 子育ての意識  

（1）父母の子どもとの接し方   

父は子どもとⅦ緒に「トランプやおもちやなどで遊ぶ」「体を動かす遊びをする」を「よくして  

いる」割合が高い。   

父けの子どもと〝）接Lノノで「よくしている」割合をみると、母は「子どもと一緒に食事をする」  

が89．09ほ最も多く、次いで、「積極的に了－どもに話しかける」が73．3％となっている。父は「積  

極的に「どもに話しかけるj が51．0ワもと最も多く、次いで、「膝に乗せるなどスキンシップをは  

かる」が45．7％とな／っている。   

父母を比較すると、「r一どもと一緒にトランプやおもちゃなどで遊ぶ」、「子どもと一緒に体を  

動かす遊びをする」は、父が「よくしている」割合が高く、これ以外はすべて母が「よくして  

いる」割合が高くなっている 

また、「膝に来せるなどスキンシップをはかる」を「よくしている」割合を弟妹の有無別にみ  

ると、父は「弟妹あり」45．9？ム、「弟妹なし」45．5％とほぼ同じとなっているが、母は「弟妹あり」  

48．5％、「弟妹なし」69．9％と、「弟妹なし」の方が21．4ポイント高くなっている。（表11）  

表11父母の子どもとの接し方  

（単位：（％）  

できるだけ  （再掲）よくしている  
総数  よくしている   するように  

している   弟妹ありl弟妹なし   

飢  100．0  14．7  66．2  17．4  13．2  15．8   

ら  100．0  12．5  62．5  2：i．4  12．9  12．2   

i   100．0  7L月  18」う  H．6  75．4  69．2   

詞   10（）．0  341i  51．5  12．8     37．0  32．3   

ど   1（）0．0  7こう」i  2‘4．0  1．2  72．1  7ノ1．2   

i  1（）0．0  89．0  9．2  0．5     89．6    8軋7   

な  100．0  60．9  33．8  ：i．9     48．5  69．9   

美   100．0  5′1．2  ′13．7  0．8     50．6    56．7   

i  100．0  川．1  55．0  2∫1．8  18．1  18．2   

l  川0．0  28．1  52．9  17．1  30．1  26．5   

C   100．0  35．5  ノ48．7  13．t）  38．0  33．7   

霜   10（）．0  8．2  ：う6．5  5ニj」う  9．5  7．1   

ど   100．0  51．0  40．6  6．5  51．5    50．7   

i   100．0  37．0  52．3  日．9  36．2  こう7．6   

な  100．0  45．7  ∠12．7  9．7     45．9  45．5   

々  100．0  42．2  ノ19．4  仁）．5  42．5  42．0   

J′ゼも）と 諸  

け  
〃）  

J′′  

ど  
⊥   本や絵本の   

し ∵十  積極的にf・   

接   

ノブ‾   

J’ゼヰ）をほめ   

予どもと 一緒  

父   

ゴ′一  

ヰ T）  本や絵木の   

し   積極「ドルこJ′▲   

は   I′一どヰ）と一緒   

しノ  
ん■  膝に乗せる  

r・ど≠〕をほめ  

汗l）節6同調査時に、「侵の「せも土井はL万」に／〕いては持と同居している者（母総数：う8，201）、「父の「どもとの接しノバ  
に／〕いては父と同仕にている首（父総数こ沌，0′10）を集計√J  

2）総数には「ぜ車）と〝〕楼Lノノイ不詳」を含む 

：う）「弟妹あり∴「弟妹尤L」の総数に対する割合は以卜のとおりである、）  

母と同はしている場合 「弟妹あり」一12．0誓，、l弟妹なし」57．5％  

父と同居している場合 「弟妹あり」′′1：う．31尭，、「弟妹なし」56．2％  
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（2）食事時に特に気をつけていること   

食事時に特に気をつけていることは「遊びながら食べない」が多い。   

食事時に特に気をつけていること（複数回答）をみると、「遊びながら食べない」が76．4％と  

最も多く、次いで、「あいさつをする（「いただきます」「ごちそうさま」）」が72．5％となってい  

る。一方、「テレビをつけない」は29．2％と最も少ない。   

また、性別及びきょうだい構成別にみると、いずれも「遊びながら食べない」が最も多く、次  

いで「あいさつをする」が多くなっており、総数と同様の傾向となっている。（表12）  

表12 性・きょうだい構成別にみた食事時に特に気をつけていること（複数回答）  

托：1）第6回調査の回答を得た者（総数38，535）を集計。  
2）総数にはきょうだい構成の「不詳」を含む。  

（3）子どもを育てていてよかったと思うこと  

「子どもの成長によろこびを感じる」の割合が引き続き最も高い。   

子どもを育てていてよかったと思うこと（複数回答）を第5回調査と比較すると、いずれの割  

合も高くなっている。「子どもの成長によろこびを感じる」は83．2％と第3回調査から引き続き  

最も高くなっている。   

第1回調査からの変化をみると、「子どもを通して自分の友人が増えた」は、第1回調査の  

26．5％から、第6回調査の58．4％に大幅に上昇している。（図16）  

図16 子どもを育てていてよかったと思うこと（複数回答）の変化  
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・」■－1′どもとのふれあいが架Lい  

一口ー兄弟帥妹どうL（／）ふれあいがあって楽Lい  

・・▲・家族の結びつきが深凍った  
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－く〉－r一再てを通して【′†分の視野が広ま／〕た  

笥1†‖l調査  箭2阿調査  第3い1調査  第4阿調査  前5回調査  第6同調査  

注：1）第1「ロl調査から第6同調すほでl口1答を得た者（総数35，783）を集計、  
2）「J′せもの成長によろこびを感じる」、り亡弟姉妹どうしげ）ふれあいがあって楽しい」は、第l「P†調査、第2阿調査では調査していない  
3）「／ど阜）〝）おかげで家庭が明るい」は、第‖姉調査は「家庭が明るくなった」であり、第21可調査は調査していない「  
4）り▲どもとのふれあいが楽しい」、「家放の㈲びつきが深まった」は、第1「口ほ間査では調査していない   5）「日の生に－1りあいがあ 

毎析る」は、第Ilロは司査は「生活にはりあいができた」、第2同調査は「毎［川）生活にはりあいができた」であるー，  
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（4）子どもを育てていて負担に思うことや悩み  

「子育てで出費がかさむ」がさらに増加し、最も多くなった。   

子どもを育てていて負担に思うことや悩み（複数回答）の変化をみると、「子育てで出費がか  

さむ」（42．3％）は大幅に増加して第1回調査以降初めて最も多くなり、次いで「自分の自由な時  

間が持てない」が37．8％となっている（図17、表13） 

図1′7 主な子どもを育てていて負担に思うことや悩み（複数回答）の変化  
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「子育てで出費がかさむ」を第5回調査からの変化でみると、「第6回調査から負担に思う」  

が17・2％となり、「第6回調査では負担に思わない」が8．7％となっている。   

一方、第5回調査まで最も多かった「自分の自由な時間が持てない」は、「第6回調査では負  

担に思わない」が16．0％となり、「第6回調査から負担に思う」は11．9％となっている。   

子どもが成長するにつれて、負担に思うことを思わなくなったり、悩みの種類が変化してい  

る。（図18）  

図18 子どもを育てていて負担に思うことや悩み（複数回答）の第5回調査からの変化  

口第6回調査では   
負‡引こ思わない  

田第5回調査、第6回調査  
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負担に思う  
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（24．6）r一計⊂による身体の被れが人きい   
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（19．7）√ゼ車）がごうことを聞かない   

（16．7）什事や家■鋸ミト分にできない   
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（8．7）千ともについてまわりの目や評価が気になる   

（7．9）ナどもの成良の度合いが気になる   
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（6．2）しつけ〝）しかたがわからない   

（4．0）r▲どもが1、病爪とき診てくれ矧医者が近くにいない   

（こう．6）「どもが病気がちである   
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（l．5）√ゼもが保育所・幼相題＝こ行きたがらない   
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（＝）   2・9［：］瑠⊥・71・9  
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注＝1）第5川調査と第6回調査昭「子どもを育てていて負仙こ思うことや悩み」の回答を得た者（総数35，886）を集れ   
2）閲帥】調査では負抑に■揖）ない」は、節5回調査で貝印にノ計うとl‖】答した者のうち、第6回調査では負机  

に思うと回答Lていない者である。  

「第帥1闇軋第紬ほ針鮎ヰ）に貞拉に思う」は、第5l・1儲慨で飼料に－エうと「ロ】答した者のうち、第6回調査  
でも負手則こ思うと回答した者であるし  

「第6回調和、ら免租に思う」は、第5回調香では負料にノlど、うと回答していない者のうち、第6同調査では  
負担に′r且うとj・1答した甘である‘〕  
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母の就業の有無・帰宅時間により子どもを育てていて負担に思うことや悩みに差がある。   

母の就業の有無・帰宅時f7朋Ijに主三な了一どもを育てていて負担に思うことや悩みをみると、母が  

「無職」では、「「育てでH費がかさむ」が44．8％と最も多く、次いで「自分の自由な時間が持  

てない」（36．2勤；）、「子育てによる身体の疲れが大きい」（27．1％）となっている。   

有職・学生の帰宅時間が「午後6時前」では、「子育てで出費がかさむ」が42．9％と最も多く、  

次いで「自分〝ノ）自由な時間が持てない」（35．5％）、「気持ちに余裕をもって子どもに接すること  

ができない」（2：2．8％）となっている。   

また、帰宅時間が「午後6時以降」については、「自分の自由な時間が持てない」が43．9％と  

最も多く、「子古てで＝費がかさむ」（：う6．8％）に続き、「気持ちに余裕をもって子どもに接する  

ことができない」（27．2％）が多くなっており、母の就業の有無や帰宅時間により、負担に思う  

ことや悩みに差がでている（。（図19）  

図19 拉の就業の有無・帰宅時間別にみた主な子どもを育てていて  
負担に思うことや悩み（複数回答）  
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イ川敲・ノ、i了′i（′卜後捌－りソ、降＝（′一緩矧朽へ′†「鉦馴、】Frう戸l）19．7、亀  

L路用  巨」しり′′王」リ2．打－｛）、父山万．1．7りi）、父付ハみ」1．（）1〕ノ。、  
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（5）子育て費用   

子育て費用は増加している。  

1か月の子育て費用をみると、「4万円」が22．6％、「3万円」が20．0％、「5万円」が19．8％と  

なっている。   

第4回調査からの変化をみると、「2万円」以下の割合が減少して、「3万円」以上の割合が増  

加している。（図20）   

また、第6回調査の1か月の子育て費用別に子どもを育てていて負担に思うことや悩みで「子  

育てで出費がかさむ」と回答のあった者の割合をみると、「6万円」（52．6％）、「6．5万円以上」  

（53．0％）と、金額が高くなるほど割合が高くなっている（図21）。   

保育所や幼稚園などの1か月の保育料・月謝をみると、「2～3万円未満」が40．1％と最も多  

く、第4回調査と比較すると、約4割であった「保育料・月謝なし」が第6回調査では3．1％に  

減少した（図22）。  

1か月の習い事の費用をみると「5千～1万円未満」が24．3％と最も多く、「1～2万円未満」  

が16．1％となっている。これを1か月の子育て費用の金額別にみると、子育て費用が高くなるほ  

ど習い事の費用が高くなる傾向がある。（図23）  

図20 1か月の子育て費用の変化   

5干lり未満  1力‾M  2方円  3万ドプ  4万円  5万lり6万一【」6．5万円以卜  

第4回調査  

第5回調査  

第6回調査  

0望〕  20％  40％  60％）  80ウb  lOO（好）  

注 1）第4回調査から芽掩l－？l調査まで回箸二を得た者（総数36，691）を集計。  

2）1か月間の子古て費用は、ノ〃「j単位に四捨丘人した金額を調査しており、【ズニ分は以卜のとおりである。  
「5千＝人満」5，000円未満  
「1力▲円，」  5，000～ト4，999円  

「2二引り」 15，000～21，999一日  

「：∋万円」 25，000～34β9別Ij  

「4万円」   ：う5，000～ノ‖，9991リ  

「5万「1」」  45，000～5人999日  

「6方円」  55，000～64，999円  

「6．5カー円以卜」65，000「q以l二  

図211か月の子育て費用別にみた子どもを育てていて負担に思うことや悩みの  
「子育てで出費がかさむ」に回答ありの割合  

48．6  
52．6  53．0   

37．2  

5†二門未満  1刑Ij  2力「Tj  3万円  4万Il】   5方円  6万円  6．5万＝以ヒ  

1か月の子育て費用   

ほ：】）第6阿調査の回答を得た肯（総数38，5：う5）を集計u  
2）1か月「昔］の子育て費用は、ノノ‘円単位に四捨五入した金額を調査しており、区分及び総数に対する割合は以卜  

のとおりである。  
「5千PJ未満」（5，000円未満）  0．6％  「▲1万円」   （：う5，00（ト14，999円）22．5りら  

「1万円」   （5，000～1′1，999円）′1．7％  「5万円J   （′15，000～54，999Fjj）19．7ワ岩，  

「2．り◆円」   （15，000へ24，9991り）11∴1ウ㍍  「6ノノ円」   （55，000～6′1，9991リ）8．5（1ム  

「3〟閂」   （25，00（）～31．999トLゴ）20．0？ふ  「6．5万「1】以」∴」（65，000円以l二）  川．5t亀  
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図22 保育所や幼稚園などの1か月の保育料・月謝  

1＼5ノバIj末i：l㌔ 5万＝リ」  

第4回調査  

第6回調査  

子i二 1）第項叫調わと第帥り調たし叫丁Ⅰ答を得た首（総数：汀，ぐ）こ12）を乳汁 

2）第副‖l．湘査は保f汗圧や三川欄】などり）1′小‖の牒・糾′：ト1」謝は調査しノていない  

図23 1か月♂）習い事の費用  

1～2万＝未満  

5「一【Ⅰ］未満 5丁一～1ノ州」未満   1  2ノJ▲【1j以上  習い事の費用なし  

44．4  

不詳  

1．1  

0．9  

0．1  

0．3  

0．4  

0．1  

0．▲1  

0．3  

0∴う  

総数 巨凋．2  

5「一巨j未満  

1ノ．廿」  

∵‘、・卜」  

こうノ．＝IJ  

l
 

一
 九
J
ゾ
．
ト
ム
∵
∵
ル
∵
川
 
 
 

」二・卜  

00u  20勺1i  ▲10％  60％  80っも  100％  

＝ l）第捌可調査の回答を得た者（総数∴ほ，535）を集計  

2）総数には1かノい7′）子育て費用「不詳jを含む。  

こう）lか月間の子育て費川は、7〃畑隕位にPL卜捨石二人した金顔を調査しており、区分及び  

総数に対する割合は以卜のとおりである．  

ぅ「一【rj右i粧 （5，（川（川＝吊裾  （）．（；り，  

（5，00（）、11，リ！）抑】） 1．7‖（，  

（15，000、21，リ9別Ij）11．）1  
（25，000一、こうl，9り9＝j） 2（〕．0‖l、  

（こう㌔nOO、11，999lT】） 22．椚．  
（15，000～51，リ9封I」） 川．7‖（、  

（55、0nO′、61∴）9則ユj）  軋f撒  

1
 
リ
一
リ
J
 
l
↓
－
n
 
6
、
1
■
 
 

5ノノ「j以 ト （65，000rリ以卜）  10．5ロム  

一24－   




